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6 一 くし ゃ み の 礼 儀 作法 


@ くし ゃ み を し た 者 に 、 よ い 祈 願 を し て や る こと : 























アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー は くし ゃ み を す 
る 者 を 愛 で ら れ 、 あ く び す る 者 を 訳 わ れる 。 ゆ え に (ムスリム が ) くし ゃ み 
を し て アッ ラー を 讃え た ら 、 そ れ を 聞い た ムスリム は 彼 に よい 祈願 ' を し て や 
る 義務 が ある 。 一 方 あく び は シャ イタ ー ン ( 軒 魔 ) か ら の も の で ある か ら 、 
来る 限り 抑え る よう に せよ 。 彼 が (大口 を 開け て あく び し つ つ ) "は ぁ 一 
” 交 ど と 詩 え ば 、 シ ジャ イタ ー ン は 彼 を 笑 する の だ 。」 (デル テ プ ハ ムー リ ー 
の 伝承 ?) 
























































@ あく び の 際 に する こと : 














1ー プ プー ッッ ィ フ ラ イシ ( 條 に アッ シー の ご 滴 貸 あれ ) に よれ ほぼ 、 ア デア ッ テ シー 
の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 あ く び は シ 
ャ イタ ー ン ( 坦 魔 ) か ら の も の で ある 。 ゆ え に あ く び を し た い 時 は 、 出 来る 
定 け 押え る 上 よう に せよ 上 。」 (アル ー プ ハー リー と ム ス り ム の 信和 承り 






































2 一 アプ ー・ サ イー ド ・ ア ル ニ テニ フ ドッ ゥ リー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) 
は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 
言い まし た : " あく びす る 時 は 、 手 で 口 を 押さ えよ 。 シ ャ イタ ー ン が (そこ 
か ら ) 入っ て くる の だ か ら 。” 」 (ムスリム の 伝承 



































の くし ゃ み を し た 者 へ の 祈願 の 仕方 : 











1 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 
彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 あ な た 方 が くし ゃ み 
し た ら 、′" アデ ルー ハ ム ド ・ リ ッ ラ ー (アッ テー に こそ 全て の 貨 堆 は あれ ) " 
と 言う の だ 。 そ し て その 上 兄弟 、 あ る い は 同士 は (くし ゃ み を し た ) その 者 に 
こり 記し ギル ハッ クー (アッ ラシー の の な た を 作 し まれ る よう 9) を と 
し て (くし ゃ み し た 者 は ) " ヤル ハム カッ ラー"' と 言わ れ た ら 、 こ う 衣 う の 
に も PVY デ ィ ー グ ハッ フー シィ アツ ャ ラス リ ダ ィ ボーラ ノム (アッ プー が の あ 
な た 方 を 導 か れ 、 そ し て あな た 方 の 状態 を 正 さ れる よう ) " 」 (アル テ ブ ハ 
ー リ ー の 伝承 ) 
































2 一 ナー フィ ッ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 イ ブン ・ ウ マル 
の 隣 で 誰か が くし ゃ み を し 、「" アル テハ ム ド ・ リ ッ ラ ー (アッ ラー に こそ 
全て の 賞 秦 は あれ ) 。 そ し て アッ ラー の 使徒 に 平安 あれ " と 言い まし た 。 イ 
プン ッッ ツウ マル ほ 言い まし た :" 科 も | アル ハム ぬ ドッ リ ッ ラ ー、。 そし て デア ッ 
ラー の 使徒 に 平安 あれ 」 と 言い は する が (、 し か し それ は この 状況 で で は な 














訳者 注 : 下 記 「 く し ゃ み を し た 者 へ の 祈願 の 仕方 」 参 照 の こと 。 

サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6223) 。 

サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6223) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2994) 。 文章 は ムスリム の も の 。 
サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (20905) 。 

サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6224) 。 




















く ) 、 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 私 た ち に そ 
の よう に 教え た の で は な い 。 彼 は 私 た ち が こ う 言 う よ う に 教え た の だ : 「 い 
か な る 場合 も や 、 ア ッ ラ ー に こそ 全て の 賞賛 あれ 。」" (アッ テテ ィ ル ミズ イィ 
ー の 伝承 ") 


























@ 非 ム い ス リム が くし ゃ み を し 、 ア ッ ラ ー を 讃え た 時 に 言う こと : 














グン ジラ ャ ムー ザー ッ バテ デル ニラ アシ ョ アリー (人 に デッラ クラー の ざ ご 満悦 あれ ) 器 
言い まし た : 「 あ る ユダ ヤ 教 徒 が 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あ 
IS 補 人 ルル 2NA の グッ ジ ラー (ゲッ クラ テー が あな だ た を 共 し まれ る よう ) "と 言わ も 
れる こと を 期待 し て 、 彼 の 近く で くし ゃ み を し まし た 。 す る と (預言 者 は ) 
9 計 MW ま し 2 だ に て 2 イー クス タラ テツ ウツ スッ テ ス リグ が とこ ラク ん ( 
アッ ラー が あな た 方 を 導 か れ 、 そ し て あな た 方 の 状態 を 正 さ れる よう ) " 」 
(が グー バグ ダー ワード と アッ メー デ ィ イル ペペ イー の 伝承 り 
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@ くし ゃ み の 際 の 動作 : 








グー スバ ダラ イラ ( 修 に アッ ター の こと 清児 め れ ) は 言い まい し た っ リア ッ テ ラー 
の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は くし ゃ み を する 時 に は 手 か 
衣服 (の 端 ) で 口 を 押さ え 、 そ の 音 を 低く する か 、 あ る い は 下げ た も の で し 
だ | (だ ター ャ クタ ーー ド ど アデ ッ ョ ティ ルミ スイー の 伝 示 り 















































@ くし ゃ み を し た 者 に 、 い つ 祈 願 し て や る か ? : 














アナ ス ・ プ ブン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満 憶 あ れ ) は 言い まし た :「 
半 科 は の ウジ 3 の たら の (の CSI 
し まし た が 、 彼 は その 片方 に は 祈願 し て や り 、 も う 片 方 に は そう し ませ ん で 
Eo の こと (GOV で 店 太 き れる の 人 條 は 言い まし た 2 の の は (くし 
や み を し て ) アッ ラー を 讃え た が 、 こ の 男 は そり し な か っ た の だ 。" 」 ( ア 
ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 %) 









































@ くし ゃ み を し た 者 に 何 回 祈願 する か ? : 














1 一 サラ マ ・ ブ ン ・ ア ル テ ア クワ ァ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い 
まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い ま 
し だ くし ゃ や み を し た 者 は ? 回 まで ( | ヤル ホム か カッ フー (アッ クジ が あな 
た を 慈 し ま れる よう ) 」 と ) 祈願 され る が 、 そ れ 以 上 は 風邪 に よる も の な の 
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真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ ー テ ティ ルミ ズ イ ー (2738) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ イー (2200) 。 イ ル 
ワー ウ ・ ア ル テ ガ リー ル (780) 参照 。 

真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (5038) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4213) 、 ス ナン ・ 
アッ テテ ィ ル ミズ イー (2739) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2201) 。 文章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド 
の も の 。 

8 

良好 か つつ 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (5029) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4207) 、 
スナ ン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2745) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ ニ ティ ルミ ズィー (2205) 。 文章 は アブー・ ダ 
ー ウ ー ド の も の 。 


》 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6221) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2991) 。 
の 


で ある (か ら 、 そ うい うべ べき で は な い ) 。」′」 (イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 " 
) 














2 一 サラ マ ・ ブ ン ・ ア ル テ ア クワ ァ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ 
ば 、 彼 は 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 彼 の 近く で くし ゃ 
が し だ た 男 所 イル の の カッ ラー (アッ アー が あな た な 閑 し まれ る よう ) |」 さ 
言う の を 聞き まし た 。 し か し 彼 が 再び くし ゃ みす る と 、 ア デア ッ ラー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 彼 (サラ マ ) に こう 言い まし た : 「 彼 
は 風邪 を 引い て いる 。」 (ムスリム の 伝承 ") 































































































0 真正 な 伝承 。、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ 3714) 、 サ ヒー フ ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ 993) 。 
1 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2093) 。 





3 


